
JP 2008-243915 A5 2010.2.12

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月21日(2009.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微小光共振器に発光体を導入して成る発光素子において、
　前記微小光共振器の光子寿命の２π倍とラビ振動周期の半周期とが一致するように設定
されていることを特徴とする発光素子。
【請求項２】
　微小光共振器の共振周波数をωcav、微小光共振器と発光体の結合定数をgkとすると、
微小光共振器のＱ値が次の式
　　　　Ｑ＝ωcav/4gk
　（但し、結合定数は、電子系位置の電界をEcav(r)、共振モード電界の最大値をEcav,ma
x、共振モードの有効モード体積をVeff、電子系がもつ電気双極子モーメントをd21、発光
体周囲の屈折率をn、発光体位置における偏光の単位ベクトルをecavとすると前記結合定
数gkは次の式
【数１】

　で求められる。）
　を満たすように設計されることを特徴とする請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
　微小光共振器の共振周波数をωcav、微小光共振器と発光体の結合定数をgk、発光体か
ら微小光共振器以外に漏れるエネルギーの割合のうち非発光エネルギーの割合を２Γres

、自然放出エネルギーの割合を２Γsponとすると、微小光共振器のQ値が次の式
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【数２】

 （但し、電子系位置の電界をEcav(r)、共振モード電界の最大値をEcav,max、共振モード
の有効モード体積をVeff、電子系がもつ電気双極子モーメントをd21、発光体周囲の屈折
率をn、発光体位置における偏光の単位ベクトルをecavとすると前記結合定数gkは次の式

【数１】

で求められる。）
　を満たすように設計されることを特徴とする請求項１に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記微小光共振器が、スラブ状の母材に該母材とは屈折率の異なる異屈折率領域を周期
的に設けて成るフォトニック結晶の前記異屈折率領域の周期的配列を点状に欠陥させるこ
とにより構成されたフォトニック結晶共振器であることを特徴とする請求項１ないし３の
いずれかに記載の発光素子。
【請求項５】
　前記発光体が量子ドットであることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の
発光素子。
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